




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































元号 開始 終了 元号 開始 終了
元徳 1329 1332 応安 1368 1375
元弘 1331 1334 建徳 1370 1372
正慶 1332 1334 文中 1372 1375
建武 1334 1338 永和 1375 1379
延元 1336 1340 天授 1375 1381
暦応 1338 1342 康暦 1379 1381
興国 1340 1346 永徳 1381 1384
康永 1342 1345 弘和 1381 1384
貞和 1345 1350至徳 1384 1387
正平 1346 1370元中 1384 1392
観応 1350 1352嘉慶 1387 1389
文和 1352 1356 康応 1389 1390
延文 1356 1361 明徳 1390 1394
康安 1361 1362応永 1394 1428
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図8　館蔵資料DBの詳細表示画面例
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　　Tiτlg　］僧本性敷地寄進状（改装）
　Subj的t　］国立歴史民俗博物館所蔵田中本古文書
　釦b垣ct　ユ七条道場金光寺旧蔵古文書第一巻
［Descriptio頑差出：僧本性（花押）　（日下）
〔Descrゆt　ion］充所：（金光寺）　　（文中）
〔Descrjptio司端裏書：（前欠）のちのけん／そうのきしんしやう
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Fomat
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［Coverag9
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〕1333／｜391
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〕紙数：1
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］国立歴史民俗博物館所蔵
（a）　資源共有化システムの表示画面
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館蔵中世古文書データベースの検索結果（詳細）
【資料番号】　　384
【巻子’肝翻1
【文書番号】
【文書名】　　　僧本性敷地寄進状〔改装）
【欠簡・断簡】
【日付1】
【日付2】
【形式】
【時代】
脱…量縦】
【法量横】
【紙数】
【差出】
【充所】
【端裏書】
【本文書出】
【本文書止】
【借考】
康永四年八月三日
13450008003
竪紙
南北朝時代
30
42
僧本性（花押）（日下〉
（金光寺）（文中）
〔前欠）のちのけん／そうのきしんしやう
奉寄進金光寺〔七条高倉）敷地事
イ乃髄状如件
【所収文書群】　七条道場金光寺旧蔵古文書第一巻
【区分】　　　　田中本古文書
雛灘
（b）元のデータベースの表示画面
図9　館蔵中世古文書DBの詳細表示画面例
207
国立歴史民俗博物館研究報告
第125集2006年3月
とができる効果は大きい。
　しかし，自分が探そうとしているものが本当に検索されるかという点では，やや不安が残る。以
下に記すように，個別のデータベースを使用する場合に比べて，検索が必ずしも思うようにはでき
ないからである。
　特に「ダブリンコア」による検索項目については，残念ながら違和感がきわめて強く，項目の中
身をイメージすることができないため，あまり役に立たない。実質的に使えるのは，「ANY」か
「タイトル」くらいであろう。あとは図書の場合の「著者」と「出版年」くらいだが，図書の検索
だけなら別に専用のデータベースがあるから，この横断検索を用いる意味はあまりない。筆者に
とって特に利用したいのは時代による絞り込みだが，「日付」の欄はどのように入力するのかがわ
からないし，おそらく各データベースによってまちまちだから，検索する側としては事実上使うこ
とができない。結局のところ，任意のキーワードを「ANY」か「タイトル」に入れてみる，という
のが実質的な利用方法ということになり，それ以上の検索は難しかった。
　次に，検索結果の表示についてだが，これはそれぞれのデータベースに固有の項目がそのまま表
示された方がわかりやすい。それぞれのデータベースは，言うまでもなく対象とする資料等につい
て，その属性を分析して項目をつくっているため，結局のところ，その思想と秩序を理解しながら
使うほかはないし，それは実際にその資料等の一つの有効な項目分類になっているはずである。そ
れをダブリンコアの違和感の強い項目に無理に置き換えることは，その秩序をわざわざ崩す行為に
他ならず，利用者にとってはよりわかりにくくされただけの結果に終わっていると言わざるをえな
い。今回表示されるデータベースの中で，ダブリンコアに置き換えられたデータベースはわかりに
くく，もとの項目がそのまま出てくるDBの方がわかりやすい。結局のところ，ダブリンコアの項
目は，表に出す必然性はほとんどなく，かえって利用者に不便を強いるだけのように思われる。
　全体として言えば，横断検索には，個々のデータベースを使う場合とは異なった利用の仕方が必
要となるため，利用者は困惑することが多い。そして，結局のところ，個々のデータベースについ
ての理解がなければ有効な利用は難しい。
　横断検索を実質的に効果があるものとするためには，このような点をユーザインターフェースの
面で強力にサポートしていくことが不可欠と言えよう。すなわち，どうすれば何を知ることができ
るのかを明示し，また，個々のデータベースがどのような目的で，どのような資料を集めているの
かを容易に知りうるようにすることが必要であると思われる。
②意見2
　今回の共同研究は，複数の研究機関が公開する30以上の多様なデータベースの横断検索を可能と
する実験であった。その意味では，各データベースの接続から検索まで比較的軽快に行うことがで
き，大きな成果をあげたものと考えられる。ただしその一方で，今後の課題とすべき点も少なくな
く，おもにユーザの立場からインターフェースの改善を中心に気づいた点を述べておきたい。
　まず第1に，検索の方式に関して。検索のために入力する語句が例示されておらず，専門的な研
究者以外の一般ユーザには使いづらい仕様となっている。また，いわゆる絞り込み検索の方法が不
明確であること，とくに横断検索につきものの膨大なヒット件数からムダなデータをいかに除外し
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ていくかの方策が不十分である。そもそも，接続するデータベースの選択が検索対象となるデータ
ベースの選択にそのまま直結していることが，使いづらさの大きな原因になっている。
　データベースの接続と検索の分離に関わっては，現状のデータベース接続の選択方式が30以上の
チェックボックスへの個別入力となっている点の改善を前提として，すべてのデータベースの横断
検索の選択も排除すべきではないが，それ以前に必要なのは，データベースの内容にもとつくグ
ルーピング（たとえば一次資料と二次資料，目録データベースとフルテキストデータベースなどの
区別）を複数設定して，より効率的にユーザーが求めるデータの取得がはかれるよう支援すべきで
ある。この点と深く関わるが，データベースのグルーピングを提示するにあたっては，各データ
ベースのディレクトリを充実させることが重要となろう。
　第2に検索結果の表示に関して，図7に示されるとおり，この横断検索はあらかじめ接続した
データベースを対象にフリーワードを含む検索を行うと，その検索語句を含む①データベースの一
覧表示と②個別のデータを一覧表示（ただし表示件数は20件）し，最終的には各機関のデータベー
スにリンクするようになっている。
　しかし，横断検索の結果表示②において，データベース名称が表示されるのみでは不十分であり，
ホスト名称も併記すべきである。また，前述のように，この横断検索は接続するデータベースの選
択が検索対象となるデータベースの選択と同一であり，しかも接続＝検索したデータベースの順番
と表示件数に規定されて検索結果が表示されるため，すぐに検索結果を知りたいデータベースを選
択しても，表示された同じページに他のデータベースの検索結果が混じるという不都合が生じる。
検索結果の表示件数が変更可能なのか否かもわかりにくい。これらの点の改善を行うとともに，検
索結果のソート機能の充実が必要である。
　なお，より具体的な問題点としては，データベース間における字体の対応関係にまで議論が立ち
入れなかったことは反省すべきである。また，横断検索の結果から各機関のデータベースのローカ
ルデータにリンクすることが可能となることから，歴博のデータベースに関する個別の課題となる
が，詳細データ表示から画像表示の画面遷移を別のウィンドウで立ち上がるようにして，詳細デー
タと画像とを並列的に参照できることが望ましい。
4．2　課題の考察
（1）検索語入力での課題
　検索語は，基本的に入力画面のDub㎞Coreの各エレメントに対応する入力欄から投入する。こ
のとき，意見1および意見2に示すように，何を入力してよいか分からないという状況が生ずる。
これは，文字の種類や形式についてどのように入力するかという問題と，どこに何を入力するかと
いう問題に分かれる。そして，操作説明を完備すれば解決する問題と，操作説明や入力サンプルの
例示では本質的には解決しない問題一検索語の入力欄の名称が利用者にとって適切かという問題一
に整理できる。
　操作方法を読まなくともある程度は利用できるようにすることは重要である。その意味で入力欄
の名称は適切に与える必要がある。検索語の入力欄のラベル名称がエレメントの英語表記あるいは
これをそのまま訳した日本語表記では，利用者がどこに何を入力したらよいか分からないというこ
209
国立歴史民俗博物館研究報告
第125集2006年3月
とが起こる。例えば，Coverageに時間の情報が入力されていることは，　Dub㎞Coreをよく理解し
ていないと分からず，Dateに入力してヒットしないことが起こりうる。時間，場所の情報が入力
されていることが明確となるよう例えば“記載範囲（時期，地域）”としても，coverageの意味を
そのまま表しただけでは，館蔵DBの製作年代や中世古文書DBの日付が入っていることは，名称
から想像することは難しい。同様に，Subjectを主題と表記したのでは，キーワードに相当する
データが入っているとは理解しづらい。また，Creatorを著者としたのでは，制作者として入力す
る際に違和感を与える。
　また，先に記したように，Dub㎞Coreの本来の目的がネットワーク上のリソースの記述である
ことに起因して，実物の資料の形状，状態，材料に関わる属性のマッピング先に，その捉え方に
よって，ゆれが生じる問題がある。
　この利用者がどの入力欄を使って検索すればよいか不明となる問題を解決するには，各エレメン
トの意味を見直し，必要に応じて拡張すると共に，利用者にはエレメントに入るデータの内容に見
合った名称で示すことが必要となる。
　一方，仮にデータベースを構成する側で最適なメタデータを設計し，エレメントに入るデータの
内容に相応しいラベル名称を付与できたとしても，利用者のラベル名称に対する意味の解釈に広が
りは存在し，多様なデータベースを共通的な項目に対応付けた項目のどれを選択するかにゆれが残
ることは避けられない。エレメントの定義と名称を適正化した上で，さらに複数のエレメントを必
要に応じて同時に検索するようなシステムによる対応が必要となる。
（2）検索結果表示の課題
　意見1の検索結果をマッピング先のエレメント名で表示することが分かりづらいという問題は，
Dublin　Coreというより，多様な視点から構成されているデータベースを共通的な項目で表示する
ことから生ずる問題である。
　今回の二つのデータベースの結果表示において，図9に示すように，数字だけではその意味が伝
わらない法量のようなデータ項目や，差出，充所，本文書出・書止のように内容だけでは区別が付
かないものは，元のデータベースの検索結果表示と同一のデータ項目名を一種の見出しとしてデー
タの前に付けている。これを全てのデータ項目に適用し，さらに共通項目としているエレメントの
名称を表示しなければ，上記の問題を回避できる。
　しかし，幅広い研究資源を対象とした統合検索において，共通の項目名を示さず，元のデータ
ベースのデータ項目名だけを表示することは，その意味を理解していない状況で表示されることも
あり得て，利用状況によっては不適切なインタフェースとなる。検索語入力の課題と共通するが，
項目名の表記の適正化による解決が必要である。
　一方，元のデータベースの画面へのリンクを基本とするシステムであれば，統合検索の結果とし
て全てのデータ項目を表示することは必要なく，探そうとする研究資源の候補の判断に必要な範囲
が表示されればよいとも考えられる。統合検索と個別検索の役割の整理を図った上で，適切な検索
結果の表示手法を確立してゆくことが課題となる。
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（3）全項目マッピングの評価
　今回のマッピングにおいては，全てのデータ項目をDub㎞Coreの少なくとも一つのエレメント
に対応付けることを基本とした。このため，数字だけのデータがマッピングされるエレメントがあ
る。Formatには，館蔵資料DBの法量と尺度，中世古文書DBの法量と紙数が入力されている。
このため，例えば紙数の検索条件としてある数字を入れても，これと文字列が同一のデータがヒッ
トし，いわゆるゴミが多くなりほとんど意味を持たない。意味を付随させることができない数字だ
けのマッピングは検索用としては行わず，これによる詳細な検索は元のデータベースに任せると
いった統合検索の役割の整理がこの観点からも必要である。
　なお，共通な検索を目的に変換した西暦年を表示しているが，元のデータ項目の表示と内容が重
複することから，返戻用には割付ける必要はないと認められる。
（4）時間に関する検索
　時間情報を基に検索する要求は意見に示したとおり高い。今回の検討では，西暦年表記に基く共
通的な検索が可能となるよう，その変換を行っている。しかし，記法は統一されたものではなく，
今後標準化が必要である。また，幅を有する期間の検索について，指定の区間に収まるものと，指
定の区間を含むものといった検索を実現する必要がある。
　今回は対象としなかったが，考古学や民俗学の分野のデータベースでは，多くが場所の情報を有
し，これに基づいた検索が求められる。時間情報と同様に，その表記法の標準化が必要であるとと
もに，区域の指定法を確立することが課題である。
　検索対象として重要な，時間に関わるデータは数字で表記され，場所に関わるデータも少なくと
も緯度経度は数字で表記される。両者が同一のエレメントに併存しても，或いは他の数字データと
一緒でも識別が付くよう，共通に検索する対象としての時間と場所のデータに対して，Quahfierの
導入が必要である。
（5）ユーザインタフェースの課題
　意見2のデータベースの選択とグルーピング並びに絞り込みの問題は，多数のデータベースを対
象とすることから生じ，これまでの単独のデータベースの検索では起こらなかった問題である。従
来の検索語ならびに検索項目の選択に加えてデータベースの選択という操作を旨く組み合わせるこ
とのできるインタフェースを実現してゆく必要がある。そして意見1にもある思いがけない発見の
機会が高まる工夫が必要となる。
むすび
　人文科学系の多様な情報資源を共有化することを目的として諸機関のデータベースを統合的に検
索できるシステムに，国立歴史民俗博物館のデータベースの中から選んだ資料の目録を収録した二
つのデータベースを適用する方法について検討し，実証システムにより評価を行った。
　比較的汎用なメタデータであることから採用したDub㎞Coreに，資料の目録情報からなるデー
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タ項目を一応の根拠をもって対応付けができることを示した。
　しかし，資料の形状，状態，材質といった実際のものが持つ属性では，その意味の捉え方によっ
て，対応付ける先にゆれが残る。また，ユーザインタフェースとしてエレメントの名称を直接的に
検索語の入力欄に表記したのでは，実際に対応付けられているデータの内容との解離が起こる。エ
レメントの定義や名称を適正化する必要があることが実証実験を通した利用者の観点からの評価に
より明らかとなった。検索結果の表示方法の評価より，表示するデータ項目や名称の表示方法の検
討が必要であり，統合検索と個別検索の役割の整理が重要な課題であることが示された。また，多
数のデータベースを対象とすることから，検索結果の表示と絞り込みに関するユーザインタフェー
スの面で新たな考慮が求められることが明らかとなった。
　今回の実証実験で明確となった課題は，多様な研究資源を多様な視点から情報化したデータベー
スを統合化しようとすることから派生するものであり，本質的な解決が必要である。今回は対象と
しなかったデータベースも含めて総合的な検討を行い，情報資源共有化のあり方について研究を進
める必要がある。
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Museum　Materials　fbr　the　Sharing　of　Infomlation　Resources：Database
Mapping　and　Its　Evaluation
ADAcHI　Fumio，　Suzulq　Takuji，　KoJIMA　Michihiro，　T㎜HI　Kazuki
　　　In　the　6eld　of　the　humanities，　various　databases　have　been　compiled　and　made　available　to　the　pub－
lic　by　means　of　numerous　networks．　Making　it　possible　to　search　all　of　these　databases　simultaneously
would　make　it　possible　for　users　to　search　without　being　aware　of　the　location　or　operation　procedures
of　individual　databases．
　　　Key　institutions　of　the　School　of　Cultural　and　Social　Studies　at　the　Graduate　University　for　Ad－
vanced　Studies　and　several　universities　are　conducting　joint　research　on　systems　that　will　enable
global　searching　of　all　databases　run　by　these　ins廿tu廿ons．　In　order　to　achieve　this　global　search　capa－
bility，　the　Dul）lin　Core　metadata　standards　have　been　chosen　as　one　type　of　standard　window　onto
these　databases．　The　research　group　has　also　studied　methods　of　mapping　data　items　from　Rekihaku’s
“General　Catalog　Database”and　the“Medieval－Monlo　Database，”and　performed　ev｛通uations　using
trial　systems．
　　　Data　items　fo㎜ed廿om　indexed　i㎡o㎝a60n　on　mate梱s　cm，　wi血some　tenta6ve　basis，　be
mapped　to　Dublin　Core　metadata，　which　was　primarily　established　for　the　description　of　online　re－
sources．　However，　there　remains　some　inconsistency　in　the　mapping　due　to　the　interpretation　of　the
meaning　of　the　attributes　of　actual　things，　such　as　the　shape，　state　and　quality　of　materials．　Also，　tran－
scription　of　element　names　directly　into　the　search　criteria　entry五elds　of　the　user　interface　can　result
in　cases　where　they　are　very　d近erent　from　the　contents　of　data　that　was　actually　mapped．　Veri6cation
tests　col血med也at血ere　is　a　need　to　moderate也e　de6ni廿ons　and　n㎜es　of　elements．　An　evalua60n
of　methods　of　displaying　search　results　has　sho㎜that　a　study　must　be　made　of　the　data　items　to　be
displayed　and　the　methods　of　displaying　names，　and　that　reorganization　of　the　roles　of　global　search－
ing　and　individual　database　searching　is　an　issue　that　needs　to　be　addressed．　Because　the　system　deals
with　numerous　databases，　it　also　became　evident　that　further　cohsidera60n　needs　to　be　given　to　the
user　interface　with　regard　to　the　display　and　re丘nement　of　search　results．
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